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１．はじめに 

（１）生涯学習とは 

「生涯学習」とは、一人一人が、自分の人生を楽しく豊かにするために、生涯のい

ろいろな時期に、自由な意思に基づき、自分の適した手段・方法によって、生涯にわ

たって行う学習活動です。 

生涯学習には、個人で行う学習活動のほか、学校教育や社会教育の中で行われる意

図的・組織的な学習活動も含み、更にスポ－ツ活動、文化活動、趣味、レクリェ－シ

ョン活動、ボランティア活動なども含まれます。 

活動の場も、幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校や大学などの高等教育機関、

生涯学習センタ－、公民館、図書館、博物館、文化施設、スポ－ツ施設、カルチャ－

センタ－、企業・事務所など多岐にわたります。 

 

（２）生涯学習の必要性 

豊かで活力ある社会を築いていくためには、「人々が、生涯のいつでも、どこでも、

自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が適切に評価される」生涯学習

社会を構築することが重要です。 

また、生涯学習が必要とされる社会的背景としては、①科学技術の高度化、情報化、

国際化、産業構造の変化など、社会や経済の変化に伴い、人々が絶えず新しい知識・

技術の習得が必要になってきていること。②自由時間の増大や高齢化などの社会の成

熟化に伴い、心の豊かさや生きがいのための学習需要が増大してきていること。③学

歴社会の弊害を是正するため、形式的な学歴によらずに、生涯の各時期の学習の成果

が適切に評価される社会を目指すことが求められていること。④生涯にわたる学習が、

地域社会における連帯や新しい絆を形成し、地域社会の活性化や発展に寄与し、「地

域づくり」、「人づくり」につながる大きな可能性を秘めていることなどがあげられま

す。 
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２．構想の策定にあたって 

（１）策定の趣旨 

教育基本法第３条に「生涯学習の理念」として、「国民一人一人が、自己の人格を

磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、

あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社

会の実現」を目指すことが明記され、様々な機関・団体等によって、生涯学習が推進

されています。 

南幌町では、平成２８年２月に町長を本部長とする南幌町生涯学習推進本部を設置

しました。これにより、行政内の生涯学習における情報共有や連携・協力をより一層

推進し、南幌らしい生涯学習の推進に向けて基本的な考え方を示すために、「南幌町

生涯学習推進基本構想」を策定いたします。 

 

（２）構想の性格 

「南幌町生涯学習推進基本構想」は、町の課題や社会情勢の変化などへ対応した、

今後の生涯学習推進の指針となるものであり、これに基づき関連施策を総合的・計画

的・体系的に進めていくためのものです。 

 

（３）構想の位置づけ 

この構想は、「第６期南幌町総合計画」の施策項目に位置付けられます。 

また、「南幌町健康づくり計画」「南幌町子ども・子育て支援事業計画」などの個別

の計画や「南幌町教育大綱」の主要施策、「第３期南幌町社会教育中期推進計画」の

推進項目と連動する構想としています。 

なお、構想の期間は、概ね１０年とし、必要に応じて見直しを行います。 
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３．南幌町における現状と課題 

（１）人口減少と超高齢化等の状況 

全国的に少子高齢化社会を向かえ、人口も大きく減少することが予想されます。 

南幌町においても同様の傾向にあり、２０００年以降は、年少世代を中心に減少傾

向にあります。これらに伴う様々な問題も含めて、関係課が、関係機関と連携しなが

ら持続可能な地域づくりに向けて、対策を講じることが必要です。 

 

（２）子ども達を取り巻く状況 

南幌町の子ども達は、学力や体力が全国平均を下回り、望ましい生活習慣、学習習

慣が十分身についていると言えない状況にあります。 

少子高齢化、核家族化や高度情報化などの社会変化は、子ども達の生活体験や自然

体験の機会を減少させ、社会性の欠如や人間関係の稀薄化をもたらしています。 

子ども達を巡る課題に対応するには、学校のみならず、家庭や地域の果たす役割が

大きく、家庭や地域の教育力の向上を図り、地域総ぐるみで子ども達を見守り、将来

を担う子ども達を育てることが必要です。 

 

（３）南幌町の生涯学習の状況 

南幌町では、平成２７年４月に公民館、図書館、郷土資料室の機能を一つに集約し

た生涯学習センタ－がオ－プンしました。 

平成２８年５月には、スポ－ツセンタ－に町民プ－ルが併設され、健康・スポ－ツ

の拠点施設として、町民の健康増進・体力向上がこれまで以上に図られるようになり

ました。 

社会教育関係施設を利用し、生涯学習を行った住民は、平成２７年度には、年間９

万人を超えており、学習意欲の高さが伺えます。 

また、町民アンケ－トによると、まちづくりの重要度として生涯学習が、「非常に

重要」「重要」の回答が、約５３％で、「まあ重要」を加えると約８２％と生涯学習が

重要と考える町民の割合が高い状況にあります。一方、生涯学習への満足度を聞いた

アンケ－トには、「わからない」とした回答が４０%程度あり、生涯学習がまだ浸透

していない実態も垣間見えました。 

このことから、広く生涯学習に対する理解を求めると共に、一人一人が学習を積み

重ねる中から地域との関わりを持つことや住民相互の触れ合いの機会を広げていく

ことが必要です。 

3. 
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４．南幌町が目指す生涯学習社会 

（１）持続可能なまちづくりを目指した生涯学習 

生涯学習社会の実現を目指すには、学習環境を総合的に整備していくことが重要で

す。そのためには、学習プログラムの準備や学習情報の提供、相談活動の充実、指導

者の育成、生涯学習関連施設の整備など、人口減少が進む中にあっても、住み慣れた

地域で、生きがいをもって暮らすことのできる環境を創り出していくことが大切であ

り、学習活動を通じて、地域に強い愛着をもって、様々な活動に積極的に参加するこ

とのできる地域づくりを進めることが必要です。 

 

（２）子ども達の学びを支える生涯学習 

子ども達の学力、体力の向上に向け、より良い教育を実現するためには、家庭・地

域・学校が目標を共有し、子ども達を地域全体で守り育てるという環境づくりが求め

られます。 

そのため、すべての教育の出発点である家庭教育や、次代を担う心豊かな青少年を

育成する学校教育の充実を図ることが必要です。 

 

（３）まちを支える人づくりを目指した生涯学習 

町民の生涯の各時期における様々な課題やニ－ズに対応できる学習の場やプログ

ラムが広く準備され、提供できることが大切です。 

また、青少年・成人・高齢者などを対象に行われる社会教育では、体験活動の推進

や家庭・地域・学校が一体となった地域の教育力の活性化を目指した取り組みが重要

となります。 

このため、地域資源を活用し、各ライフステ－ジに応じた多様な学習機会を確保し、

充実することにより、未来のまちを支える人づくりを進めることが必要です。 
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５．南幌らしい生涯学習社会の実現に向けた視点 

（１）子ども達の学びを広げ、地域みんなで子ども達を支えるまちづくり 

①子育て・家庭教育を支える学びの推進 

○子育て家庭は孤立しやすく、不安を抱える親が多くなっていることから、子育て

に自信を持ち、孤立しないようにするための学習の機会を充実し、地域総ぐるみ

で子育てを応援することが必要です。 

○すべての教育の出発点である家庭教育や育児、子育てなどに関する学習や相談の

機会を提供し、家庭の教育力の向上を図ることが必要です。 

②まちの特性を生かした特色ある学校教育の推進 

○「知・徳・体」の調和のとれた教育を行うと共に、まちの特性や教育資源を生か

した特色ある学校づくりを進めることが必要です。 

○学校と地域が情報の共有やニ－ズを把握し、お互いの課題と役割を明らかにし、

良きパ－トナ－として連携・協働する環境をつくることが必要です。 

③豊かな心を育てる多様な体験活動の推進 

  ○家庭・地域・学校がそれぞれの教育機能を十分に発揮し、教育活動全体を通じて

子ども達の豊かな人間性などの「生きる力」を育むため、自然体験、社会体験等

の多様な体験活動の充実することが必要です。 

  ○子ども達の体力低下に鑑み、子ども達が気軽にスポ－ツに取り組めるよう、スポ

－ツの楽しさや魅力を体験する機会を充実することが必要です。 

  ○早い時期から読書に親しむ習慣をつけるため、学校をはじめ、家庭・地域の中で

読書に親しむ環境の整備、読み聞かせ事業などの充実に取り組むことが必要です。 

 

（２）学びを通して人生を楽しく豊かなものにするための環境づくり 

①社会教育活動の推進 

  ○町民の生涯学習への関心や意欲への高まりに応えるため、学校、関係機関・団体

などと連携・協力し、心の豊かさをもたらし、潤いのある地域づくりを目指した

社会教育の推進が必要です。 

②健康づくり、スポ－ツ活動の推進 

○個人に応じた健康づくりを進めるため、健康や体力の維持・増進についての普

及・啓発や多様なニ－ズに対応できる学習機会を提供することが必要です。 

○町民の継続したスポ－ツ活動を推進する施策の充実と指導者の確保、各種体育施

設の整備を図ると共にレクリェ－ション性のあるスポ－ツの普及を推進するこ

5. 
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とが必要です。 

③芸術・文化活動の推進 

○展覧会や公演等の文化に接する機会を提供すると共に美術、音楽、舞踊などの発

表の場の提供、文化活動への参加の機会を充実していくことが必要です。 

○郷土芸能への広い理解と関心を深め、後世に伝承していくための機会が必要です。 

④まちの課題に関する学習活動の推進 

○社会の変化に対応するため、防災、安全、まちづくり、福祉などの「まちの現代

的課題」について学習することが必要です。 

 

（３）生涯学習を推進する体制づくり 

①多様な学習情報の提供 

  ○生涯学習センタ－で行う講座などの情報のほか、学校や行政からの学習情報を町

広報等を通じて、提供することが必要です。 

②学習相談の充実 

 ○住民の多様な学習要求を具体的な学習に結びつけることのできる専門的職員の

更なる資質の向上や活用が必要です。 

③指導者、ボランティアの養成・活用 

 ○生涯学習の振興を図るため、幅広い分野での人材を確保することが必要です。 

特に高齢者の豊富な知識と経験、技能を生かし、自らも生きがいを感じられるよ

うに、活躍する機会を提供することが必要です。 

 ○学習の場で得た知識や技術を地域で生かす場面を提供するなど、指導者を養成、

育成することが必要です。 
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（
社
会
教
育
関
係
団
体
支
援
事
業
）

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

ウ
一
般
介
護
予
防
事
業
　
◆
再
掲

保
健
福
祉
課

高
齢
者
包
括
G

エ
食
育
活
動
推
進
事
業
　
◆
再
掲

　
（
料
理
・
加
工
教
室
）

産
業
振
興
課

農
政
G

オ
職
員
出
前
講
座
事
業

ま
ち
づ
く
り
課

企
画
情
報
G

ア
健
康
づ
く
り
・
体
力
向
上
推
進
事
業

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

イ
ス
ポ
－
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
推
進
事
業

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

ウ
学
校
施
設
開
放
事
業
※

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

エ
成
人
保
健
事
業

　
（
健
康
教
育
）

保
健
福
祉
課

健
康
子
育
て
G

オ
一
般
介
護
予
防
事
業
　
◆
再
掲

保
健
福
祉
課

高
齢
者
包
括
G

ア
芸
術
・
文
化
推
進
事
業

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

イ
読
書
活
動
推
進
事
業
　
◆
再
掲

　
（
読
書
環
境
の
整
備
）

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

ウ
ふ
る
さ
と
の
記
憶
保
全
事
業

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

ア
防
災
対
策
事
業

　
（
防
災
フ
ェ
ス
タ
・
防
災
学
習
会
）

総
務
課

総
務
G

イ
防
犯
対
策
推
進
事
業

住
民
課

環
境
交
通
G

ウ
交
通
安
全
対
策
推
進
事
業

住
民
課

環
境
交
通
G

エ
包
括
的
支
援
事
業

　
（
認
知
症
サ
ポ
－
タ
－
養
成
事
業
）

保
健
福
祉
課

高
齢
者
包
括
G

オ
担
い
手
育
成
対
策
事
業

産
業
振
興
課

農
政
G

カ
職
員
研
修
事
業

総
務
課

総
務
G

キ
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

ま
ち
づ
く
り
課

企
画
情
報
G

子
ど
も
達
の
学
び
を
支
え
る
生
涯
学
習

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
生

涯
学
習

2 3

南
幌
町
生
涯
学
習
推
進
構
想
の
体
系

南
幌
町
が
目
指
す
生
涯
学
習
社
会

南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
視
点

推
　
進
　
項
　
目

推
　
進
　
事
　
業

社
会
教
育
活
動
の
推
進

①

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
－
ツ
活
動
の
推
進

(1
)

豊
か
な
心
を
育
て
る
多
様
な
体
験
活
動
の

推
進

③

学
び
を
通
し
て
人
生
を
楽
し
く
豊
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

(2
)

ま
ち
の
課
題
に
関
す
る
学
習
活
動

の
推
進

④② ③
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

子
ど
も
達
の
学
び
を
広
げ
、
地
域
み
ん
な

で
子
ど
も
達
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
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担
当

ア
広
報
誌
発
行
事
業

ま
ち
づ
く
り
課

企
画
情
報
G

イ
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
※

総
務
課

総
務
G

ウ
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
※

保
健
福
祉
課

健
康
子
育
て
G

エ
南
幌
町
カ
レ
ン
ダ
－
の
発
行
※

住
民
課

医
療
介
護
G

ア
生
涯
学
習
推
進
事
業

　
（
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
）

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

イ
ス
ポ
－
ツ
指
導
員
設
置
事
業
※

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

ウ
町
専
門
職
員
等
の
活
用
※

　
（
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
社
会
教
育
主
事
等
）

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

③
指
導
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
活
用

ア
地
域
活
動
活
性
化
事
業
　
◆
再
掲

　
（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
）

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
G

※
事
務
事
業
と
し
て
は
な
い
が
掲
載
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
生

涯
学
習

3

南
幌
町
生
涯
学
習
推
進
構
想
の
体
系

南
幌
町
が
目
指
す
生
涯
学
習
社
会

南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
視
点

推
　
進
　
項
　
目

推
　
進
　
事
　
業

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
体
制
づ
く
り

(3
)

多
様
な
学
習
情
報
の
提
供

①

学
習
相
談
の
充
実

②
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